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■  「木の酒」の事業化に向けた課題
森林総合研究所は世界初の「木の酒」の製造技術を開発し、

基本的な製造プロセスを実験室レベルで確立して、樹種によっ
て異なる風味を持つ香り豊かな「木の酒」が製造できること
を明らかにしていました。しかし「木の酒」の事業化を進め
るためには、食経験のない木材を原料としたお酒であること
から、安全性の検証や、実生産規模にスケールアップした場
合のプロセスの構築などの課題に取り組む必要がありました。
そこで「木の酒」製造技術の社会実装を促進するために、「木
の酒」の安全性試験と実生産規模に適用可能なプロセス設計
を行ってきました。

■  「木の酒」の安全性試験
スギ、シラカンバ、ミズナラ、クロモジから試験製造した

「木の酒」について、基本的な安全性試験を行いました（図１）。
まず化学分析によって、農薬、重金属、カビ毒、有機溶剤およ
びその他の有害物の含有量を調べました。その結果、これら
４樹種の「木の酒」において、調査した全ての項目で通常の飲
用では（仮にアルコール度数30％の「木の酒」10L 以上飲んだ
としても）許容摂取量以下であることが明らかとなりました。
上記に加えて、遺伝子突然変異誘発性試験として復帰突然変
異試験（Ames 試験）および哺乳類の培養細胞を用いた染色体
異常試験を行いました。その結果、どちらの試験においても
全試料で陰性でした。さらにラットを用いた急性経口毒性試
験（単回投与）と反復経口毒性試験（28日間連続投与）を行い、
こちらも全試料において異常となるデータは認められませ
んでした。

以上の結果から、今回行った基本的な安全性試験では、ス
ギ、シラカンバ、ミズナラ、クロモジの４樹種から製造した「木
の酒」においては問題となるデータはないことが確認できま
した。

■  実生産規模に適用可能な「木の酒」製造プロセス
「木の酒」の基本的な製造プロセスは実験室レベルの小ス

ケールでは確立していました。しかし実生産規模にスケール
アップした場合の高粘度の木材スラリーの連続的な移送方

「木の酒」の安全性試験で問題なし、実生産規模の製造プロセスも確立

法と殺菌処理の工程については、実験室レベルでは検討でき
なかったことから、新たなプロセスを検討しました。その結
果、食品加工の現場で一般的に用いられる装置から選択して
検討したところ、高粘度木材スラリーの移送方法については

「ねじポンプ」によって問題なく移送できること、また木材ス
ラリーの連続殺菌処理には蒸気を用いた直接加熱殺菌機が
最適であることを明らかにしました。これにより、実生産規
模で丸太から「木の酒」を製造するための基本的な工程を確
立することができました。この成果をもとに、森林総合研究
所では丸太から「木の酒」を製造するパイロットプラントス
ケールの製造実験施設を所内に整備しました。令和５年度中
には本実験施設を本格稼働し、事業化を検討する民間会社・
団体からの見学や研修を受け入れていく予定です。
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専門用語
遺伝子突然変異誘発性試験：被験物質（この場合は「木の酒」）に含ま
れる物質によって、細胞の DNA や染色体の構造および量の変化が起
こるかを確認する試験です。一般的には、DNA への直接的な影響を
確認する復帰突然変異試験 （Ames 試験） と染色体の構造と量を確認
する染色体異常試験の組み合わせで行われます。
急性経口毒性試験：１回もしくは短期間に複数回動物に投与して被
験物質の毒性についての特性を調べる試験です。
反復経口毒性試験：被験物質を一定期間の間に複数回動物に投与し
て所定期間の症状観察後に、毒性についての特性を調べる試験です。

森 林総合研究所は、木材を原料に香り豊かな「木の酒」を造る世界初の技術を開発しました。この「木の酒」の事業展
開を実現するために、スギ、シラカンバ、ミズナラ、クロモジの木材から試験製造した「木の酒」について基本的な

安全性試験を行い、問題となるデータはないことを確認しました。さらに実生産規模で製造する際の課題であった木材
スラリー（細かい木粉と水が混ざりクリーム状になったもの）の移送方法と殺菌方法を確立しました。これにより実生産
規模で丸太から「木の酒」を製造するための基本的な工程を確立しました。
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図１　�スギ、シラカンバ、ミズナラ、クロモジから試験製造した「木の酒」の安全性試験

図２　�丸太から「木の蒸留酒」まで一貫製造できる製造施設の整備
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